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令和４年本別町議会第３回臨時会会議録  

令和４年８月１０日（水曜日） 午前１０時００分開会  

───────────────────────────────────────── 
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日程第１２ 同 意 第 ２ 号 監査委員の選任について同意を求める件 

日程第１３ 承 認 第 ３ 号 専決処分の承認を求める件〔舗装面の隆起に起因する
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───────────────────────────────────────── 

○出席議員（１１名）  

議 長 １２番 篠 原 義 彦 副議長 １１番 柏 崎 秀 行 
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 １番  宮 本 やよい    

───────────────────────────────────────── 

○説明のため出席した者の職氏名  

町 長 佐々木 基 裕 副 町 長 村 本 信 幸 

会 計 管 理 者 藤 野 和 幸 総 務 課 長 三 品 正 哉 

農 林 課 長 篠 原 順 彦 保 健 福 祉 課 長 長 屋 和 幸 

住 民 課 長 倉 崎 景 一 子 ど も 未 来 課 長 松 本  恵 

建 設 水 道 課 長 加 藤  勉 企 画 振 興 課 長 小 川 芳 幸 

老 人 ホ ー ム 所 長 前 佛 清 治 国 保 病 院 事 務 長 松 本 秀 規 

総 務 課 主 幹 上 原 章 司 建 設 水 道 課 主 幹 小 出 勝 栄 

総 務 課 長 補 佐 宮 口 淳 哉 教 育 長 高 橋 哲 也 

教 育 次 長 武 田 敏 英 社 会 教 育 課 長 千 代 孝 徳 

農 委 事 務 局 長 髙 橋  優 代 表 監 査 委 員 畑 山 一 洋 

選 管 事 務 局 長 三 品 正 哉   

───────────────────────────────────────── 

○職務のため議場に出席した者の職氏名  

事 務 局 長 中 川 雅 之 総 務 担 当 主 査 越 後  忠  

総 務 担 当 主 事 今 井 綾 香   
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（午前１０時００分）  

─────────────────────────────────────────── 

◎臨時議長の紹介  

○議会事務局長（中川雅之） 皆さんおはようございます。 

議会事務局長の中川と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 本臨時会は、一般選挙後初めての議会であります。 

つきましては、議長が選出されるまでの間、地方自治法第１０７条の規定により、出

席議員の中で、年長の議員が臨時に議長の職務を行なうこととなっております。 

 本日の出席議員中、篠原義彦議員が年長の議員でありますので、御紹介を申し上げま

す。 

それでは、篠原議員、議長席にお着き願います。  

（篠原義彦議員、議長席に着席）  

○臨時議長（篠原義彦） おはようございます。  

ただいま御紹介をいただきました篠原でございます。  

 地方自治法第１０７条の規定により、臨時議長の職務を行ないますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。  

開会前に、宮本議員から欠席する旨の届出がありましたので、御報告しておきます。  

次に、町広報並びに議会広報取材のため、写真撮影の申出がありましたので、これを

許可いたします。  

次に、マスクの着用につきましては、原則着用をお願いいたします。ただし、息苦し

さなど体調不良を感じた場合はこの限りではありませんのでお知らせしておきます。  

また、議場が非常に暑くなっておりますので、議員の皆さん、説明員の皆さんにおか

れましては、上着を脱いでいただいて結構であります。  

 ここで、私どもはこのたびの選挙においてお互いに当選の栄誉を担って議席を得たの

でありますが、 初の議会でありますので、住所、氏名など簡単な自己紹介をお願いし

たいと思います。  

 本日議席１番の宮本議員の欠席でありますので、ただいまお座りの議席２番から順次

お願いいたします。  

○２番（加藤徹己） 南方面からの、本別市街地入口にあります南４丁目に住んでおり

ます加藤徹己でございます。本別のため、町民のため、議員活動に全力で取り組んでま

いります。新人でございます。皆様の御指導をよろしくお願いいたします。  

○３番（丑若浩行） おはようございます。勇足で農業をやっております、丑若と申し

ます。新人で右も左もわからない状態ではございますけれども、しっかりと議会が行政

のチェック機関として機能するよう努力してまいる所存でございます。よろしくお願い

いたします。  

○４番（水谷令子） 本別町北３丁目に在住しています水谷令子です。２期目です。議

員として本別町のためさらに精進し、町民が笑顔あふれる魅力的なまちづくりのために

議員活動を活発に行なっていく所存で、覚悟でいます。よろしくお願いいたします。  
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○５番（柏崎秀行） ２期目となります柏崎秀行でございます。柏木町に住んでいます。

町民の代表として恥じることのないよう、全力で取り組んでいきますのでよろしくお願

いいたします。  

○６番（梅村智秀） 梅村智秀でございます。嫌われることをいとわず、権力におもね

ることをよしとせず、執行者とは一歩距離を置き、かといって二歩以上離れることなく、

時には肩を並べ時には背を向け、是々非々の姿勢で４年間臨んでいく所存であります。

ひたすらひたむきに町民の皆様のために汗を流し、働きますことをお約束申し上げます。

これが４年前の今日、この場にて行なった私梅村智秀の御挨拶でございます。町民の皆

様３９４名の付託と、私自身の強い決意と覚悟、３９５名の思いを抱き本日この場に再

び立たせていただいております。初心を忘れることなく、これからの４年間も粉骨砕身

尽力し、職責を全う致す所存です故、皆様御指導のほどどうぞよろしくお願い申し上げ

ます。  

○７番（石山憲司） ２期目の北６丁目に住んでおります石山憲司でございます。町民

のため第７次総合計画の推進に努めてまいります。よろしくお願いいたします。  

○８番（藤田直美） おはようございます。美里別に住んでおります藤田直美です。３

期目を迎えました。町民の皆様のお声をしっかりお聞きしながら、的確な施策の推進に

向けて誠心誠意努めてまいります。町長はじめ町執行部の皆様におかれましては、何卒

御協力をお願いいたします。  

○１０番（方川一郎） 西美里別に在住しています方川一郎です。農業をしております。

７期目になりますけども、また引き続き皆さん方の御指導をいただきながら頑張りたい

と思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。  

○１１番（高橋利勝） 北８丁目の高橋利勝です。誰もが安心して住み続けることがで

きるまちづくりを求めて頑張りたいと思います。よろしくお願いいたします。  

○１２番（阿保静夫） オフイビラ１に住んでいます農業をやっています阿保静夫です。

住民こそ主人公を貫いて、また議会活動また皆さんのいろいろなお世話になろうかと思

います。どうぞよろしくお願いいたします。  

○９番（篠原義彦） 美里別西上で農業をやっております篠原義彦でございます。３期

目になりました。本別町は農業が基幹産業の町でございます。それらを中心として町民

の皆様方が安心して暮らせるまちづくりに全力で投球したいと思いますので、よろしく

お願いしたいと思います。  

○臨時議長（篠原義彦） 次に、町長から御挨拶がございます。  

 佐々木町長、御登壇ください。  

○町長（佐々木基裕）〔登壇〕 町議会議員選挙改選後の初議会にあたりまして、一言お

祝いの御挨拶を述べさせていただきます。  

 この度の本別町議会議員選挙におきまして、多くの町民の皆様から大きな期待を受け、

見事当選の栄に浴されました１２名の議員の皆様に心からお祝い申し上げますとともに、

共にまちづくりに参画できますことを大変嬉しく思っております。  

 皆さんも御承知のとおり、地方自治は二元代表制を取っておりまして、執行機関と議
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会は独立・対等の関係に立って、相互に緊張感を保ちながら協力・連携して自治体運営

にあたることとされております。現在の本町の取り巻く環境につきましては、人口減少

や地域経済の落ち込み、そして直近では新型コロナウイルス感染症拡大など多くの課題

を抱えており、誠に厳しい状況下におかれています。このような状況の中で、しっかり

と課題を克服し、先人たちが築き上げてこられましたこの本別を未来にどうつなげてい

くのかが今問われており、その重責を担っているのが私どもと、ここにおられます議員

各位であります。私どもも町民皆さんとの対話を重視したまちづくりを進めてまいると

ともに、議員皆様方と情報を共有する中から、認め合い支え合いながら、全ては町民の

ための町政を推進してまいる所存でございます。  

 これから４年間、職員一同気持ちを一つにして議会の皆様とともに未来に輝くまちづ

くりにむけ全力を尽くしてまいりますので、議員各位の御指導、御支援を賜りますよう

よろしくお願い申し上げます。  

 結びになりますが、健康には十分留意いただき、今後の御活躍を心から御期待申し上

げ、お祝いの挨拶とさせていただきます。  

○臨時議長（篠原義彦） 次に、村本副町長から各執行機関の説明員の紹介を行なって

いただきます。村本副町長、お願いします。  

○副町長（村本信幸） 皆さん、おはようございます。  

私から、議会に出席をいたします説明員を紹介させていただきます。  

 まず、向かって右側前列から紹介をいたします。  

 佐々木町長はただ今、御挨拶がございましたので省略をさせていただきます。  

 １つ飛びまして、会計管理者、出納室長の藤野和幸です。  

○出納室長（藤野和幸） おはようございます。会計管理者で出納室長の藤野和幸でご

ざいます。どうぞよろしくお願いいたします。  

○副町長（村本信幸） ２列目にいきまして、向かって左側より、総務課長兼選挙管理

委員会事務局長の三品正哉です。  

○総務課長（三品正哉） 総務課長の三品と申します。よろしくお願いいたします。  

○副町長（村本信幸） 企画振興課長の小川芳幸です。  

○企画振興課長（小川芳幸） 企画振興課長の小川です。どうぞよろしくお願いいたし

ます。  

○副町長（村本信幸） 農林課長の篠原順彦です。  

○農林課長（篠原順彦） 農林課長の篠原です。よろしくお願いいたします。  

○副町長（村本信幸） 次に、３列目になりますが、総務課主幹兼消防署長の上原章司

です。  

○総務課主幹（上原章司） 総務課主幹兼本別消防署長の上原です。どうぞよろしくお

願いいたします。  

○副町長（村本信幸） 建設水道課長の加藤勉です。  

○建設水道課長（加藤勉） 建設水道課長の加藤です。どうぞよろしくお願いいたしま

す。  
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○副町長（村本信幸） 建設水道課主幹の小出勝栄です。  

○建設水道課主幹（小出勝栄） 建設水道課主幹の小出です。どうぞよろしくお願いし

ます。 

○副町長（村本信幸） 一番後ろの列になりますが、保健福祉課長兼総合ケアセンター

所長兼地域包括支援センター所長兼健康管理センター事務長の長屋和幸です。  

○保健福祉課長（長屋和幸） 保健福祉課長の長屋です。どうぞよろしくお願いいたし

ます。  

○副町長（村本信幸） 国保病院事務長の松本秀規です。  

○国保病院事務長（松本秀規） 病院事務長の松本でございます。よろしくお願いしま

す。  

○副町長（村本信幸） 特別養護老人ホーム所長の前佛清治です。  

○老人ホーム所長（前佛清治） 特別養護老人ホーム所長前佛と申します。よろしくお

願いします。  

○副町長（村本信幸） 次に、向かって左側になります。１列目右側より、教育長の高

橋哲也です。  

○教育長（高橋哲也） 教育長の高橋哲也と申します。どうぞよろしくお願いいたしま

す。  

○副町長（村本信幸） 教育次長兼管理課長兼学校給食共同調理場所長の武田敏英です。  

○教育次長（武田敏英） 教育次長の武田です。どうぞよろしくお願いいたします。  

○副町長（村本信幸） 社会教育課長兼中央公民館館長兼体育館館長兼図書館館長の千

代孝徳です。  

○社会教育課長（千代孝徳） 社会教育課長の千代孝徳と申します。どうぞよろしくお

願いいたします。  

○副町長（村本信幸） ２列目にいきまして、代表監査委員の畑山一洋さんです。  

○代表監査委員（畑山一洋） 代表監査委員の畑山です。どうぞよろしくお願いいたし

ます。  

○副町長（村本信幸） 子ども未来課長の松本恵です。  

○子ども未来課長（松本恵） おはようございます。子ども未来課長の松本です。どう

ぞよろしくお願いいたします。  

○副町長（村本信幸） 農業委員会事務局長の髙橋優です。  

○農業委員会事務局長（髙橋優） 農業委員会事務局長の髙橋優です。どうぞよろしく

お願いいたします。  

○副町長（村本信幸） 住民課長の倉崎景一です。  

○住民課長（倉崎景一） 住民課長の倉崎景一です。よろしくお願いいたします。  

○副町長（村本信幸） 後になりますが、副町長の村本信幸です。  

 どうぞよろしくお願いいたします。  

 以上、説明員の紹介に代えさせていただきます。  

 貴重な時間、ありがとうございました。  
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（午前１０時１９分）  

─────────────────────────────────────────── 

◎開会宣告  

○臨時議長（篠原義彦） ただいまから、令和４年第３回本別町議会臨時会を開会しま

す。  

─────────────────────────────────────────── 

◎開議宣告  

○臨時議長（篠原義彦） これから本日の会議を開きます。  

─────────────────────────────────────────── 

◎日程第１ 仮議席の指定  

○臨時議長（篠原義彦） 日程第１ 仮議席の指定を行ないます。  

 議事進行上、仮議席を指定いたします。  

 仮議席は、議会運営基準１０により、ただいま着席の議席を指定いたします。  

─────────────────────────────────────────── 

◎日程第２ 議長の選挙  

○臨時議長（篠原義彦） 日程第２ 議長の選挙を行ないます。  

 選挙は、投票により行ないます。  

 議場を閉鎖いたします。  

（議場閉鎖）  

○臨時議長（篠原義彦） 議場は閉鎖されました。  

 ただいまの出席議員数は１１名であります。  

 次に、立会人を指名いたします。  

 会議規則第３２条第２項の規程によって、立会人に藤田直美議員及び柏崎秀行議員を

指名いたします。  

 これから、投票用紙を配布いたします。  

（投票用紙配布）  

○臨時議長（篠原義彦） 投票用紙の配布漏れはございませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○臨時議長（篠原義彦） 配布漏れなしと認めます。  

 念のため申し上げます。  

 投票用紙の裏側の枠内に氏名を書いていただきますように、念を押して連絡を申し上

げます。  

 次に、投票箱を点検します。  

（投票箱点検）  

○臨時議長（篠原義彦） 異状なしと認めます。  

 ただいまから、投票を行ないます。  

 念のため申し上げます。  

 投票は、単記無記名であります。投票用紙に被選挙人の氏名を記載の上、事務局長の
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点呼に応じて順次投票を行ないます。  

 投票は議長席に向かって右側から順次御登壇いただき、投票用紙を投票箱に入れてい

ただき、議長席に向かって左側より降りて自席にお戻りいただきます。  

 それでは、事務局長が仮議席番号と氏名を読み上げますので、順次投票願います。  

○議会事務局長（中川雅之） 記載のほうはよろしいでしょうか。  

（「はい」と呼ぶものあり）  

○議会事務局長（中川雅之） それでは、読み上げます。  

 ２番、加藤徹己議員、３番、丑若浩行議員、４番、水谷令子議員、５番、柏崎秀行議

員、６番、梅村智秀議員、７番、石山憲司議員、８番、藤田直美議員、１０番、方川一

郎議員、１１番、高橋利勝議員、１２番、阿保静夫議員、９番、篠原義彦議員。  

以上、終わります。  

（投  票）  

○臨時議長（篠原義彦） 投票漏れはございませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○臨時議長（篠原義彦） 投票漏れなしと認めます。  

 投票を終了いたします。  

○臨時議長（篠原義彦） これから、開票を行ないます。  

 藤田直美議員及び柏崎秀行議員、開票の立会いをお願いいたします。  

（開  票）  

○臨時議長（篠原義彦） 選挙の結果を報告いたします。  

 投票総数１１票、これは先ほどの出席議員数に符合しております。そのうち有効投票

１１票、無効投票はゼロであります。  

 有効投票中、篠原義彦議員１０票、梅村智秀議員１票、選挙の結果は以上のとおりで

あります。  

 この選挙の法定得票数は３票であります。したがって、篠原義彦議員が議長に当選さ

れました。  

 議場の閉鎖を解きます。  

（議場開鎖）  

○臨時議長（篠原義彦） 会議規則第３３条第２項の規定によって、当選の告知をいた

します。  

私、篠原義彦の当選人の告知について、本席よりお受けしたいと思います。  

それでは、これから登壇し、議長当選承諾及び就任のあいさつをさせていただきます。  

○議長（篠原義彦）〔登壇〕 ただいまの議長選挙におきまして、議員の皆さん方の温か

い御支援、御投票いただきまして、議長という大役を仰せつかうことになりました。議

員各位には心から厚くお礼を申し上げたいと思います。  

 私はもともと浅学非才の身で、この大役の器ではないというふうに自分では認識して

おります。議長を受けたからには中立公平に議事運営を務めていきたいと思いますので、

今まで以上の皆さん方の御支援を心からよろしくお願いを申し上げまして、議長就任の
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挨拶に代えさせていただきます。どうぞよろしくお願いします。  

○臨時議長（篠原義彦） これで、臨時議長の職務は全部終了いたしました。  

 御協力ありがとうございます。  

─────────────────────────────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名  

○議長（篠原義彦） 議事日程その２、日程第１ 会議録署名議員の指名を行ないます。  

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、阿保静夫議員、梅村智秀議

員及び丑若浩行議員を指名いたします。  

─────────────────────────────────────────── 

◎日程第２ 会期決定の件  

○議長（篠原義彦） 日程第２ 会期の決定の件を議題といたします。  

 お諮りします。  

 本臨時会の会期は、本日１日間にしたいと思います。  

 御異議ございませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（篠原義彦） 異議なしと認めます。  

 したがって、会期は、本日１日間に決定いたしました。  

─────────────────────────────────────────── 

◎日程第３ 副議長の選挙  

○議長（篠原義彦） 日程第３ 副議長の選挙を行ないます。  

 選挙は、投票により行ないます。  

 議場を閉鎖いたします。  

（議場閉鎖）  

○議長（篠原義彦） 議場は閉鎖されました。  

 ただいまの出席議員は１１名であります。  

 次に、立会人を指名いたします。  

 会議規則第３２条第２項の規程によって、立会人に石山憲司議員及び水谷令子議員を

指名いたします。  

 これから、投票用紙を配布いたします。  

（投票用紙配布）  

○議長（篠原義彦） 投票用紙の配布漏れはございませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（篠原義彦） 配布漏れなしと認めます。  

 念のため申し上げます。  

 投票用紙の裏側の枠内に氏名を書いていただきますように、念を押して連絡を申し上

げます。  

 次に、投票箱を点検いたします。  

（投票箱点検）  
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○議長（篠原義彦） 異状なしと認めます。  

 ただいまから、投票を行ないます。  

 念のため申し上げます。  

 投票は、単記無記名であります。投票用紙に被選挙人の氏名を記載の上、事務局長の

点呼に応じて順次投票を行ないます。投票は議長席に向かって右側から順次御登壇願い

ます。投票用紙は投票箱に入れていただき、議長席に向かって左側よりおりて、自席に

お戻りいただきます。  

 それでは、事務局長が仮議席番号と氏名を読み上げますので、順次投票願います。  

○議会事務局長（中川雅之） 記載のほうはよろしいでしょうか。  

（「はい」と呼ぶ者あり）  

○議会事務局長（中川雅之） それでは、読み上げます。  

２番、加藤徹己議員、３番、丑若浩行議員、４番、水谷令子議員、５番、柏崎秀行議

員、６番、梅村智秀議員、７番、石山憲司議員、８番、藤田直美議員、１０番、方川一

郎議員、１１番、高橋利勝議員、１２番、阿保静夫議員、９番、篠原義彦議員。  

以上、終わります。  

（投  票）  

○議長（篠原義彦） 投票漏れはございませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（篠原義彦） 投票漏れなしと認めます。  

 投票を終了いたします。  

 これから、開票を行ないます。  

 石山憲司議員、水谷令子議員、開票の立会をお願いいたします。  

（開  票）  

○議長（篠原義彦） 選挙の結果を報告いたします。  

 投票総数１１票、これは先ほどの出席議員数に符合しております。そのうち有効投票

１１票、無効投票ゼロであります。  

 有効投票中、柏崎秀行議員９票、藤田直美議員１票、梅村智秀議員１票、選挙の結果

は以上のとおりであります。  

 この選挙の法定得票数は３票であります。  

 したがって、柏崎秀行議員が副議長に当選されました。  

 議場の閉鎖を解きます。  

（議場開鎖）  

○議長（篠原義彦） ただいま副議長に当選されました柏崎秀行議員が議場におられま

す。会議規則第３３条第２項の規定によって、当選の告知をいたします。  

 柏崎秀行議員、御承知いただけますでしょうか。  

○副議長（柏崎秀行） はい。  

○議長（篠原義彦） 柏崎秀行議員、御登壇願います。  

○副議長（柏崎秀行）〔登壇〕 ただいま副議長選挙におきまして、議員各位の御支持と
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期待をいただき当選させていただきました柏崎でございます。  

 ２期目の私がこのような大役を仰せつかり、不安です。しかし、それ以上に使命感で

いっぱいです。本町に求められる問題は山積みです。そういったものを議員として、議

会として解決し、皆さんの御意見をいただき、これからも議会運営に議長共々励んでい

く所存でございます。町民の皆様、行政の皆様、全ての皆様に、これからも御指導と御

鞭撻をいただき、就任の挨拶とさせていただきます。よろしくお願いいたします。  

○議長（篠原義彦） 暫時休憩をいたします。  

午前１０時５８分 休憩  

（議席表を配布）  

午前１１時００分 再開  

○議長（篠原義彦） 休憩前に引き続き、会議を開きます。  

─────────────────────────────────────────── 

◎日程第４ 議席の指定  

○議長（篠原義彦） 日程第４ 議席の指定を行ないます。  

 議席は、会議規則第４条第１項の規定によって、お手元に配布をいたしました議席表

のとおり指定いたします。  

 暫時休憩をいたします。  

午前１１時００分 休憩  

まず 初に、休憩中に名札持参の上、議席表の自席に着かれますようお願いいたしま

す。  

続いて休憩中、１０分後に議員協議会を招集いたします。  

場所については、議員控室といたしますので御参集願います。  

これをもって通知済みといたします。  

午前１１時２２分 再開  

○議長（篠原義彦） 休憩前に引き続き、会議を開きます。  

─────────────────────────────────────────── 

◎日程第５ 常任委員の選任１  

○議長（篠原義彦） 日程第５ 常任委員の選任１を行ないます。  

 常任委員の選任については、委員会条例第７条第４項の規定によって、次のとおり指

名をいたします。  

 総務常任委員に、高橋利勝議員、方川一郎議員、柏崎秀行議員、水谷令子議員、加藤

徹己議員、宮本やよい議員。  

 産業厚生常任委員に、阿保静夫議員、藤田直美議員、石山憲司議員、梅村智秀議員、

丑若浩行議員、それに私です。  

 以上のとおり指名したいと思います。  

 御異議ございませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（篠原義彦） 異議なしと認めます。  
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 したがって、ただいま指名したとおり選任することに決定いたしました。  

 私から発言をしたいので、副議長と交代をしたいと思います。  

 暫時休憩いたします。  

午前１１時２４分 休憩  

午前１１時２５分 再開  

○副議長（柏崎秀行） 休憩前に引き続き、会議を開きます。  

 篠原議長の発言を許します。  

○議長（篠原義彦） ただいま、産業厚生常任委員に選任されましたが、議長はその職

席上、どの委員会にも出席する権限を有しているほか、賛否同数の際における裁決権な

ど、議長固有の権限を考慮いたすときに、一個の委員会に委員として所属することは適

当でなく、また、行政実例においても、議長については辞任を認めております。さらに、

議会運営基準１１７において辞任することができるとしているところから、産業厚生常

任委員の辞任を願い出るものでございます。  

 よろしく御審議賜わりますようお願い申し上げます。  

─────────────────────────────────────────── 

◎日程追加の議決  

○副議長（柏崎秀行） ただいま篠原議長から、産業厚生常任委員を辞任したいとの発

言がありました。  

 お諮りします。  

 この際、議長の常任委員辞任の件を日程に追加し、追加日程第１として、日程の順序

を変更して直ちに議題としたいと思います。  

御異議ございませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○副議長（柏崎秀行） 異議なしと認めます。  

 したがって、議長の常任委員辞任の件を日程に追加し、追加日程第１として、日程の

順序を変更して直ちに議題とすることを決定いたしました。  

─────────────────────────────────────────── 

◎追加日程第１ 議長の常任委員辞任の件  

○副議長（柏崎秀行） 追加日程第１ 議長の常任委員辞任の件を議題とします。  

 地方自治法第１１７条の規定によって、篠原議長の退場を求めます。  

（議長退場）  

○副議長（柏崎秀行） ただいま篠原議長から、議長の職務を行なう都合上、常任委員

を辞任したいとの申出があります。  

 お諮りします。  

 本件は、申出のとおり許可すること御異議ありませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○副議長（柏崎秀行） 異議なしと認めます。  

 したがって、篠原議長の常任委員の辞任を許可することに決定いたしました。  
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 篠原議長の復席を求めます。  

（議長復席）  

○副議長（柏崎秀行） 篠原議長の発言に関わる審議は終了しましたので、議長と交代

いたします。  

 暫時休憩します。  

午前１１時２８分 休憩  

休憩中に、総務、産業厚生、各常任委員会は、委員会条例第８条第２項の規定によっ

て、正副委員長の互選を行なってください。委員会条例第９条第１項の規定によって、

議長において総務常任委員会、産業厚生常任委員会を招集します。場所については総務

常任委員会は委員会室、産業厚生常任委員会は正副議長室とします。それぞれ御参集願

います。これをもって通知済みといたします。  

午後 １時３０分 再開  

○議長（篠原義彦） 休憩前に引き続き、会議を開きます。  

 暫時休憩をいたします。  

午後 １時３０分 休憩  

（休憩中に産業厚生常任委員会を開催）  

午後 １時４５分 再開  

○議長（篠原義彦） 休憩前に引き続き、会議を開きます。  

 総務、産業厚生常任委員会の正副委員長の互選の結果を報告いたします。  

 総務常任委員会は、委員長に水谷令子議員、副委員長に高橋利勝議員、次に産業厚生

常任委員会は、委員長に石山憲司議員、副委員長に梅村智秀議員とそれぞれ決定をいた

しました。  

─────────────────────────────────────────── 

◎日程第６ 常任委員の選任２  

○議長（篠原義彦） 日程第６ 常任委員の選任２を行ないます。  

広報広聴常任委員の選任については、委員会条例第７条第１項の規定によって、次の

とおり指名いたします。  

 広報広聴常任委員には、阿保静夫議員、丑若浩行議員、宮本やよい議員、柏崎秀行議

員、加藤徹己議員、以上のとおり指名したいと思います。  

 御異議ありませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（篠原義彦） 異議なしと認めます。  

 したがって、ただいま指名したとおり選任することに決定いたしました。  

 暫時休憩をいたします。  

午後 １時４６分 休憩  

休憩中に広報広聴常任委員会は、委員会条例第８条第２項の規定によって、正副委員

長の互選を行なってください。  

 委員会条例第９条第１項の規定によって、議長において広報広聴常任委員会を招集し
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ます。  

場所については、委員会室とします。直ちに御参集願います。  

 これをもって通知済みといたします。  

また、広報広聴常任委員会正副委員長の互選後に、議会運営委員の選任について委員

会条例第７条及び運営基準１４７運用例２により、各常任委員会委員長以外の委員につ

いて、議長は副議長と協議の上選任することにしておりますので、しばらくお待ちくだ

さい。  

午後 ２時０７分 再開  

○議長（篠原義彦） 休憩前に引き続き、会議を開きます。  

広報広聴常任委員会の正副委員長の互選の結果を報告します。  

 委員長に阿保静夫議員、副委員長に丑若浩行議員と決定をいたしました。  

─────────────────────────────────────────── 

◎日程第７ 議会運営委員の選任  

○議長（篠原義彦） 日程第７ 議会運営委員の選任を行ないます。  

 議会運営委員の選任については、委員会条例第７条第４項の規定によって、藤田直美

議員、梅村智秀議員、水谷令子議員、石山憲司議員、阿保静夫議員を指名したいと思い

ます。  

 御異議ございませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（篠原義彦） 異議なしと認めます。  

 したがって、議会運営委員は、ただいま指名のとおり決定いたします。  

 暫時休憩します。  

午後 ２時０８分 休憩  

休憩中に委員会条例第８条第２項の規定によって、正副委員長の互選を行なってくだ

さい。委員会条例第９条第１項の規定によって、議長において議会運営委員会を招集し

ます。直ちに委員会室に御参集願います。  

これをもって通知済みといたします。  

午後 ２時２７分 再開  

○議長（篠原義彦） 休憩前に引き続き、会議を開きます。  

 議会運営委員会の正副委員長の互選の結果を報告します。  

 委員長に藤田直美議員、副委員長に阿保静夫議員と決定をいたしました。  

─────────────────────────────────────────── 

◎日程第８ 十勝圏複合事務組合議会議員の選挙  

○議長（篠原義彦） 日程第８ 十勝圏複合事務組合議会議員の選挙を行ないます。  

 お諮りします。  

 選挙の方法は、地方自治法第１１８条第２項の規定によって、指名推選にしたいと思

いますが、御異議ございませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  
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○議長（篠原義彦） 異議なしと認めます。  

 したがって、選挙の方法は、指名推選で行なうことに決定をいたしました。  

 お諮りします。  

 指名の方法は、議長が指名することにしたいと思いますが、御異議ございませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（篠原義彦） 異議なしと認めます。  

 したがって、議長が指名することに決定をいたしました。  

 十勝圏複合事務組合議会議員に、篠原議員を指名いたします。  

 お諮りします。  

 ただいま指名しました篠原議員を十勝圏複合事務組合議会議員の当選人と定めること

に御異議ございませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（篠原義彦） 異議なしと認めます。  

 したがって、ただいま指名しました篠原議員が十勝圏複合事務組合議会議員に当選を

いたしました。  

 会議規則第３３条第２項の規定によって、当選の告知をいたします。  

 私、篠原の当選人の告知については、本席よりお受けしたいと思います。  

─────────────────────────────────────────── 

◎日程第９ とかち広域消防事務組合議会議員の選挙  

○議長（篠原義彦） 日程第９ とかち広域消防事務組合議会議員の選挙を行ないます。  

 お諮りします。  

 選挙の方法は、地方自治法第１１８条第２項の規定によって、指名推選にしたいと思

いますが、御異議ございませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（篠原義彦） 異議なしと認めます。  

 したがって、選挙の方法は、指名推選で行なうことに決定をいたしました。  

 お諮りします。  

 指名の方法は、議長が指名することとしたいと思いますが、御異議ございませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（篠原義彦） 異議なしと認めます。  

 したがって、議長が指名することに決定をいたしました。  

 とかち広域消防事務組合議会議員に、篠原議員、柏崎議員を指名いたします。 

 お諮りします。  

 ただいま指名しました篠原議員、柏崎議員をとかち広域消防事務組合議会議員の当選

人と定めることに御異議ございませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（篠原義彦） 異議なしと認めます。  

 したがって、ただいま指名しました篠原議員、柏崎議員がとかち広域消防事務組合議
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会議員に当選をいたしました。  

 会議規則第３３条第２項の規定によって、当選の告知をいたします。  

 柏崎議員、御承知いただけますか。  

○１１番（柏崎秀行） 謹んでお受けいたします。  

○議長（篠原義彦） 私、篠原の当選人の告知については、本席よりお受けしたいと思

います。  

─────────────────────────────────────────── 

◎日程第１０ 諸般の報告  

○議長（篠原義彦） 日程第１０ 諸般の報告を行ないます。  

 監査委員から令和４年５月分及び６月分に関する例月出納検査結果報告書の提出があ

りました。  

 その写しをお手元に配布しておきましたので御了承願います。  

 これで報告済みといたします。  

 次に、議長報告。  

 議員派遣の件について、お手元に配布のとおり報告しますので、御了承願います。  

 以上で諸般の報告を終わります。  

─────────────────────────────────────────── 

◎日程第１１ 行政報告  

○議長（篠原義彦） 日程第１１ 行政報告を行ないます。  

 佐々木町長、御登壇ください。  

○町長（佐々木基裕）〔登壇〕 常勤医師の採用について御報告いたします。  

町国保病院では、昨年から常勤医師の退職が続いている中、様々な手段により常勤医

師を募集しておりましたが、人材紹介会社を通じ紹介のあった医師を９月１日付けで採

用することとなりました。  

新任医師の氏名は、松井智文医師で、年齢は４４歳、名古屋大学医学部出身で、これ

まで主に静岡県内の医療機関で内科診療に携わってきており、総合内科専門医、消化器

内視鏡専門医の資格を取得しております。本町では内科外来を中心とした診療と併せ公

衆衛生活動等も担っていただき、町民のかかりつけ医として御活躍いただけるものと期

待をしているところです。  

９月からの診療体制につきましては、常勤医師が内科２名、外科１名体制となり、常

勤医師の減により縮小していた診療枠の回復により内科外来の混乱を緩和し、患者様の

利便を向上できるものと考えております。  

今後も医師確保対策を進め、診療体制の充実を図ってまいりますので、議員各位にお

かれましても、御理解と御協力を賜りたいと存じます。  

 以上、本別町議会第３回臨時会行政報告とさせていただきます。  

よろしくお願いいたします。  

○議長（篠原義彦） これで、行政報告を終わります。  

 暫時休憩をいたします。  
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午後 ２時３４分 休憩  

午後 ２時４５分 再開  

○議長（篠原義彦） 休憩前に引き続き、会議を開きます。  

─────────────────────────────────────────── 

◎日程第１２ 同意第２号  

○議長（篠原義彦） 日程第１２ 同意第２号監査委員の選任について同意を求める件

を議題といたします。  

 地方自治法第１１７条の規定によって、方川一郎議員の退場を求めます。  

（方川一郎議員退場）  

○議長（篠原義彦） 提案理由の説明を求めます。  

 佐々木町長、御登壇ください。  

○町長（佐々木基裕）〔登壇〕 同意第２号監査委員の選任について同意を求める件につ

きまして、提案理由の説明を申し上げます。  

 令和４年８月９日をもちまして任期満了になりました監査委員につきまして、本別町

○○○○○○○○○○○にお住まいの方川一郎さんを、議員選出監査委員として、再任

いたしたく、地方自治法第１９６条第１項の規定により、議会の同意を求めるため提案

した次第であります。  

 御同意をいただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明とさせていただきます。  

○議長（篠原義彦） これから、質疑を行ないます。  

 梅村議員。  

○５番（梅村智秀） それでは、同意第２号についてお伺いをいたします。  

 こちらで監査委員の選任について同意を求める件ということで、俗に言う議会選出監

査委員についての同意を求められているところでございますが、そもそも本提案の基と

なる考え方の部分でございますが、平成３０年４月の地方自治法の改正により、普通地

方公共団体においてはその各地方公共団体の判断において、議選監査委員を置かないと

いうことの判断もできるというところでございますが、本提案は議選監査委員を再任し

たいということでございます。この議選監査委員に関する行政、執行者としてのお考え

はどのようなものに基づいて御提案となっているのかお伺いをいたします。  

 また、方川一郎さんが適任ということで同意を求められておりますが、とかくこの議

選監査委員というものにおいては、人格が高潔で専門性の高い識見を有するという必要

性があるというところでございますが、具体的にはどのようにその人格、ないしは識見

について御認識、お考えの下御提案に至っているのかお伺いをいたします。  

 もう１点。提案の経緯についてでございますが、方川一郎さんを御提案される経緯と

いたしまして、具体的にはどのようなことがあったのかお伺いをいたします。  

○議長（篠原義彦） 佐々木町長。  

○町長（佐々木基裕） 答弁を申し上げます。  

 順番が入れ替わりするかもしれませんが、もし答弁漏れありましたらまた後ほど質問

をしていただければと思ってございます。  
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 まず今回の議員からの選出でございますが、梅村議員も御存じのとおり、監査委員に

つきましては人格が高潔で普通地方公共団体の財務管理、そして事業の運営管理、その

他行政運営に関し優れた見識を有する方ということで、地方自治法第１９６条第１項に

規定されてございます。議員からの選出ということでございますが、まさしく地方行政

運営に関し優れた見識を有しており、そして今までも監査委員として勤めていただき、

そこの部分で判断をいたしますとき、まさしく方川一郎さんが適任であろうという観点

の基に今回同意を求めるものでございます。  

 選出の方法につきましては、議員選出という観点から、議長、副議長等々にもお話を

しながら今回提案をした次第でございます。  

 以上、答弁とさせていただきます。  

○議長（篠原義彦） 梅村議員。  

○５番（梅村智秀） １番目にお伺いした点でございますが、議選監査委員の必要性に

ついてどのような御見解を有した上での御提案なのかという点について、御答弁をいた

だきたいというのがまず１点。答弁としていただけていないというふうな認識を持って

ございます。  

 ２点目でございますが、町長おっしゃるとおり財務管理、事業運営、行政運営等に優

れた見識を有していなければならないというところでございますが、具体的なところと

いたしましてはこれまでもその任にあたっていたというところが具体的なところでござ

いますが、例えば民間の資格等でございますと、弁護士や公認会計士、税理士等が適任

ではないかと言われるところもございますが、それらについて具体的な資格ですとか、

そうしたところ識見として判断できるもの、何かお持ちの上での御提案なのかお伺いを

いたします。  

 続きまして、提案の経緯の部分でございます。議長及び副議長とお話をしたというこ

とでございますが、議長、副議長のほうからそちらについて具体的な識見ですとか人格

についての明言というものがおありだったのかお伺いをいたします。  

○議長（篠原義彦） 佐々木町長。  

○町長（佐々木基裕） 答弁をさせていただきます。  

 議員選出がどうのというところでございますが、先ほども私がお話させていただいた

のは、方川一郎議員につきましては長い間議員として行政に精通していると、そういっ

た観点から監査におきましても細部に至るまで会計の流れ、そしてそこに不備がないか

どうか、しっかりした視点をもって監査をいただいている、そういうことを総合的に判

断をし、今後も方川一郎議員に引き続き監査委員として業務を遂行していただきたい、

そういう観点から今回提案するものでございます。  

 監査委員につきましては、いろいろな選出方法があろうかと思いますが、今この段階

において、私は方川一郎さん、個人的にも優れた識見を持っているとそういうことで判

断してございますので、先ほど答弁いたしましたが、議長、副議長とにお話を伺いなが

ら、 終的に私が同意案件として提案する次第でございます。  

 よろしく御理解を願いたいと思います。以上、答弁とさせていただきます。  
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○議長（篠原義彦） 梅村議員。  

○５番（梅村智秀） 改めてお伺いをいたしますが、まず端的にお伺いをいたしますね。  

 まず１番目の質疑から１番 初にお伺いしている点ですけれども、議選監査に関する

見解はどのように持っていらっしゃるのか。方川一郎氏がどうこうということを申し上

げているのではなくて、議選監査っていうものについては、自治体の判断で置くか置か

ないかって判断ができるんですよということを地方自治法の改正によって定められてお

りますよと御説明もいたしました。その上で今回議選監査を設置すると、置くというこ

とでの同意案件でございますけれども、その議選監査の必要性っていうものについては

どのような御見解の下、御提案なんですかっていうことをお伺いしてございます。  

 ２点目でございます。議長及び副議長とのお話ということもございましたが、またそ

の人格や識見の部分について、具体的なところとしてはこれまでの方川さんの御経験と

いうところについて言及されておりますが、その他私先ほどもお伺いいたしました、例

えば資格等ですとかそういったところっていうものは特別具体的なものは御説明いただ

けるものはないということでよろしいのか。御経験に基づくものだけでの御提案、御判

断ということでよろしいのか、改めてお伺いをいたします。  

○議長（篠原義彦） 佐々木町長。  

○町長（佐々木基裕） 答弁をさせていただきます。  

 先ほども申しあげました、行政に精通されているという観点から私は議員選出の監査

委員は必要とそういう判断を私はいたしました。  

 資格等の話しでございます。会計士等の資格の有無等につきましては、私はそういう

資格を持っているかいないのか、それだけの判断で監査委員を選任、同意案件として出

すものとは私は思ってございません。あくまでも識見、そして経験、そして本別町の行

政がいかに円滑に執行し、そして町民の皆様方の目から見て、この会計がどうなのか、

公平で公正な立場でしっかりと監査をいただいている、私はそう方川さんを思って判断

をいたしました。そういう観点から、私は今回引き続き方川一郎さんに監査委員になっ

ていただきしっかりとした目で本町の会計を見ていただきたい。そして非があるとすれ

ば、きちっとそこは正していただきたい。そしてそういう提案もしっかりしていただき

たい、そう思っている次第でございます。まさしくこれは資格があるとかないのとか、

まして監査委員に対する同意案件につきまして資格の有無は問わない、私はそう判断し

ているところでございます。そういった観点から今回の提案となります。  

 よろしく御理解を賜りますようお願い申し上げ、答弁とさせていただきます。  

○議長（篠原義彦） ほかございませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（篠原義彦） これで、質疑を終わります。  

 これから、同意第２号監査委員の選任について同意を求める件を採決します。  

 この採決は、無記名投票をもって行ないます。  

 議場を閉鎖いたします。  

（議場閉鎖）  
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○議長（篠原義彦） 議場は閉鎖されました。  

 ただいまの出席議員数は９人であります。  

 次に、立会人を指名いたします。  

 会議規則第３２条第２項の規定により、高橋利勝議員、加藤徹己議員を指名いたしま

す。  

 投票用紙を配布いたします。  

（投票用紙配布）  

○議長（篠原義彦） 念のために申し上げます。本件を可とする方は賛成と。否とする

方は反対と記載の上、点呼に応じて順次投票を願います。  

 なお、重ねて申し上げます。投票中、賛否を表明しない投票及び賛否の明らかでない

投票は、会議規則第８４条の規定により否とみなします。  

 投票用紙の配布漏れはございませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（篠原義彦） 配布漏れなしと認めます。  

 投票箱を点検いたします。  

（投票箱点検）  

○議長（篠原義彦） 異状なしと認めます。  

 ただいまから、投票を行ないます。  

 事務局長が議席番号と氏名を読み上げますので、順次投票願います。  

○事務局長（中川雅之） それでは、読み上げます。  

 ２番、加藤徹己議員、３番、丑若浩行議員、４番、水谷令子議員、５番、梅村智秀議

員、６番、石山憲司議員、７番、藤田直美議員、９番、高橋利勝議員、１０番、阿保静

夫議員、１１番、柏崎秀行議員。  

（投  票）  

○事務局長（中川雅之） 以上、終わります。  

○議長（篠原義彦） 投票漏れはございませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（篠原義彦） 投票漏れなしと認めます。  

 投票を終わります。  

 これから、開票を行ないます。  

 高橋利勝議員、加藤徹己議員、開票の立会いをお願いいたします。  

（開  票）  

○議長（篠原義彦） 投票結果を御報告いたします。  

 投票総数９票、有効投票９票、無効はゼロです。  

 有効投票のうち賛成が８票、反対が１票。  

 以上のとおり、賛成が多数です。  

 したがって、同意第２号監査委員の選任について同意を求める件は、同意することに

決定をいたしました。  
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 議場の閉鎖を解きます。  

（議場開鎖）  

○議長（篠原義彦） 方川一郎議員の復席を求めます。  

（方川一郎議員復席）  

─────────────────────────────────────────── 

◎日程第１３ 承認第３号  

○議長（篠原義彦） 日程第１３ 承認第３号専決処分の承認を求める件〔舗装面の隆

起に起因する車両損傷事故に関する和解及び損害賠償額を定めること〕についてを議題

といたします。  

 本件について報告を求めます。  

 加藤建設水道課長。  

○建設水道課長（加藤勉） 承認第３号専決処分の承認を求める件〔舗装面の隆起に起

因する車両損傷事故に関する和解及び損害賠償額を定めること〕について、御説明を申

し上げます。  

本事故は、令和４年５月２３日午後５時３０分頃、本別町柏木町１７０番地３地先町

道柏木町４号通りにおいて、本別町の管理する町道の舗装面が隆起していたことにより、

当該箇所を通過した際に車両が損傷した事故について、次のとおり和解し損害賠償額を

定めたことから、地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分いたしましたので、

同条第３項の規定によりこれを報告し、承認を求めるものでございます。  

 なお、報告につきましては、和解の要旨のみ報告させていただきます。  

１の和解の相手方につきましては、記載のとおりとなっています。  

２の和解の要旨につきましては、本件の事故にかかる損害賠償額を一金１０万２ ,６０

０円と定め、本別町が車両の所有者に対し、支払うものとする内容でございます。  

 なお、この損害賠償額につきましては、全額、全国町村会総合賠償補償保険により賄

われます。  

 今後は、このような事故が発生しないよう道路を良好な状態に保ち、維持修繕をしな

がら一般交通の安全確保に向け、注意を払い業務を遂行してまいりたいと考えておりま

す。  

 以上、承認第３号の専決処分報告とさせていただきます。  

御承認賜りますよう、よろしくお願いいたします。  

○議長（篠原義彦） これから質疑を行ないます。  

 梅村議員。  

○５番（梅村智秀） それでは、承認第３号についてお伺いをいたします。  

 道路の舗装面の隆起ということでございますが、その程度についてはいかほどであっ

たのかっていう点。また本来であれば舗装路面が隆起するっていうことは、何らかの外

的要因等がなければ起こりえないことであるというところでございますが、道路の舗装

面が隆起した原因というものについてはどのようなものなのか、こちらの究明等につい

て把握されていらっしゃるのかお伺いいたします。また併せて、こちらの再発防止措置
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というものについては既にとられた上での御提案となっていらっしゃるのかお伺いをい

たします。  

 また、こちらいわゆる適時適切な道路のパトロール、維持管理というものが行なわれ

た上で、そうしたことが行なわれていた中で偶発的に発生したものと捉えてよろしいの

かお伺いをいたします。  

 続きまして賠償額についてでございますが、こちら示談書によりますと、いわゆる３

ナンバー車両がですね、フロントアクセルメンバー及び運転席・助手席エアバックの作

動、エアバックが展開してかつガラスが複数枚割れたというような事故対応であるとい

うことがうかがえますが、こちら賠償額といたしまして１０万２ ,６００円っていうこと

で提案がなされてございます。こちら一般的に自動車の修理というような考え方からい

くと、極めて事故対応、損傷程度から察すると極めて安価であるなと考えたところでご

ざいますが、示談金としては適当な額ということで捉えてよろしいのか。お支払方法に

ついて、実損払いでの示談なのか、実損店舗払いによる示談なのか、こちらについてお

伺いをいたします。  

○議長（篠原義彦） 加藤建設水道課長。  

○建設水道課長（加藤勉） ただいまの御質問について御答弁させていただきます。も

し答弁漏れがございましたら、御指摘ください。  

 １点目の現場でのどのような隆起によって道路がどのような状況になっていたかとい

うことでございます。現地につきましては、柏木町の町道としまして、外周を回る町道

となってございます。この場所につきましては、隆起、これは高さにしまして６ .５、７ .

０、平均７センチということで、実はここに道路の表面というか１番上に下水道のマン

ホール本管が入ってございます。その鋳鉄蓋の部分で約７センチほどの隆起と言いまし

ょうか、高低差があったという状況でございます。  

 ２点目でございます。その部分については修理しているかという部分でございますが、

この部分の事故が起きた後ですね、翌日、その週にまず簡易合材ではございますが、舗

装をかけまして通常の通れるような形に直して終わっているところでございます。  

 あと維持管理、パトロールの関係でございます。パトロールにつきましては、町とい

たしましては、通常のパトロールにつきましては月１回、定期パトロールとして町内車

両センターの職員を中心に月１回巡回させていただいているところでございます。また、

通常の日常ですね、電話等でも町民の方からもいただくときがございますので、その辺

で何かあった場合にはその都度パトロールをさせていただいているとこでございます。  

 ４点目の損害賠償額の部分でございます。今お話ありましたように、内容としまして

運転席・助手席のエアバック等、あとガラスの割れという部分、それらを見たときにか

なり維持費かかるのではないかというお話いただきました。今回損害賠償額の算定とし

まして、保険会社のほうに御依頼をさせていただきまして、あくまでもこの車両価値額

というものを算定させていただき、この車につきましては国産車ではございますが、年

式の部分が古い部分ございまして、車両価値額としてはないという御報告をいただいた

ものですから、保険会社としてはない場合には１０％を車両価値額として算定している



- 24 - 
 

ということでございます。過失割合でございますが、今回は車両の所有者が７、町が３

ということになってございます。あくまでも今回車両所有者が７という部分につきまし

ては、道路の状況にあわせて運転をする注意も運転者に少しあったのではないかという

判断の下、保険会社のほうで算定させていただいているところでございます。今回、先

ほどの１０％を車両価値価格として過失割合３割ということで町がなってございますの

で、算出した結果１０万２ ,６００円という結果ですね、この部分を損害賠償額としまし

て、保険会社のほうからお話がありましたので、町としましても相手方の方に直接この

内容をお話させていただきまして、了解をいただいたとこでございます。  

 以上、答弁とさせていただきます。よろしくお願いいたします。  

○議長（篠原義彦） 梅村議員。  

○５番（梅村智秀） 改めてお伺いをいたします。  

 まず１点目にお伺いした点でございますが、この道路の隆起の部分でございます。い

わゆるマンホールの蓋というような御説明もありましたので、道路が隆起というところ

とマンホールの蓋がというところが、もう少し詳細について状況把握できるように御説

明を求めるものでございます。  

 また町及び相手方との過失割合についても御答弁いただいたところでございますが、

こちら先ほど６ .５センチから７センチの高さと、いわゆる隆起の高さということでござ

いますが、これ仮に上のほうの７センチということであれば、道路運送車両法上による

低地上高というものはクリアしていて、ということであれば、これ本来であれば当た

らないものではあるんです、それでも本町において過失があるというふうな御見解に至

ったところについて、改めて詳細御説明を求めるものでございます。  

 また、賠償額についてでございます。賠償額につきまして、いわゆる時価額について

お支払いをしたということが分かったところですが、時価額の算定については様々な方

法があって、いわゆる新車価格の１割というようなところを御答弁されたのかなと察す

るところでございますが、 終的には示談書について相手方が御納得されているようで

ございますけれど、果たしてその経緯としてきちんとした説明があったのかという点で

ございます。というのは、一般の運転者、自動車所有者がですね、いわゆるそういう専

門知識があったかどうかっていうところで、例えばこの時価額においても、じゃあその

際消費税や諸費用の部分についてはその１割に含まれているのか否か、またはその算定

の方法として年数、年式が俗に言う古い車であれば、市場価格というものをもって算出

するっていう方法もあるわけで、これ被害者、相手方という言い方に直しますが、相手

方がですね、それらの知識をきちんと持って示談書にサインをなされているのかという

点がちょっとうかがえなかったんですが、そうした専門的なね、町の代理であるいわゆ

る町村会の総合賠の担当者の方々がきちんと適確な賠償額の提示ということをしたのか

どうかっていうのが疑問であります。また併せて過失割合についても町３割ということ

でございましたが、町の３割の過失というものがそもそも存在するのかどうかという点

についても、先ほどの７センチの隆起という点について御説明があったところですので、

お伺いをいたします。  
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 また、道路のパトロールについてでございますが、こちら事故日については５月２３

日の午後５時半頃ということで示談書に記載がございます。こちら月に１回の道路パト

ロールということでございましたが、事故の前、 終的にこの当該道路をパトロールし

たのはいつになるのかお伺いをいたします。  

○議長（篠原義彦） 加藤建設水道課長。  

○建設水道課長（加藤勉） ただいまの御質問について答弁させていただきます。  

 １点目、先ほどマンホールが入っているという形の中で、舗装の隆起という部分の関

係性でございます。先ほど私のほうで高さについてお話しましたが、実は道路舗装面に

対しまして車道面の中に下水道の本管が入ってございます。通常であれば舗装面とマン

ホールの蓋の高さというのは普通だいたい同じになっているのが常識でございますが、

今回隆起という部分でマンホールが高くなったというよりは、周りの車道と言いましょ

うか、舗装のかかった部分が一部緩やかにですね、へっこんだと言いましょうか、低く

なったという部分がございまして、この部分の差がですね、先ほど言った７センチとい

うことでございました。  

 それに加えて２点目でしたか、そこは一応７センチという高さなので、通常であれば

車９センチという一つの高さが設定されてございます。その差の部分については、これ

は推測でございますが、今お話しましたマンホールから周りの下がったところを通過し

た際に、その車がですね、あまりスピードは出ていなかったかにしろですね、ある程度

何て言うんでしょうか、通った際に一度ぐっと下がったときに車体がリバウンドしたよ

うな形で通過したと、その際に上がりきって通過するときに、マンホールの角と言いま

しょうか、高くなっている部分に引っかかったと言いましょうか、接触したと推測して

いるところでございます。  

 先ほどの金額の出し方、市場価格ということで算出ということなんですけども、これ

につきましては本別町から依頼をさせていただきました保険会社のほうの算出結果とい

うことでいただいたものを正しいという判断の下ですね、金額、このままこうなったと

いうことで聞いてございます。これも専門的という部分につきましては、保険会社のほ

うに御依頼をしておりますので、当然その辺は詳しくですね、算定をしていただいた中

で、今回報告をいただいているものと考えております。  

 それと今の保険会社の出した金額に対しまして、相手方の方がですね、納得してるか

という部分でございますが、これはこの金額をこちらのほうで把握した後ですね、本人

の方と直接お話をさせていただきまして、内容も含め相手の方に御理解をいただいたと

いうことで認識しているところでございます。  

 あとパトロールの時期ということで、私先ほど月１回定期パトロールという中で、こ

の事故の起きた月と言いましょうか、その直前ではいつ頃かということでございます。

この場所、柏木町町内でございますが、これは月初めですから５月の初め、連休後です

ね、１回した程度だと認識してございます。また、この場所に限らず巡回としては、町

民の方からお話がいただいた場合については、この近くを通ったりも含めてパトロール

をしていると認識しているところでございます。  
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 以上、答弁とさせていただきます。  

○議長（篠原義彦） 梅村議員。  

○５番（梅村智秀） 後１点お伺いをいたしますが、この道路自体、事故に至った原

因というものは情景が分かるように御答弁をいただいたところで、いわゆるマンホール

ではなくてマンホールの周りの路面が沈下というか低くなっていたというところだった

ようでございます。ただこれ敷設されたとき、施工されたときには当然いわゆるレベル

がきちんととられて、平たんであったのではないかなと考えるところなんですが、これ

はいわゆる敷設から相当年数が経過をしていわゆる路面、路盤が沈下していたというよ

うなところが原因というか、このような状況になった原因というところの御認識、把握

をなされていらっしゃるのかお伺いをいたします。  

○議長（篠原義彦） 加藤建設水道課長。  

○建設水道課長（加藤勉） ただいまの御質問に御答弁させていただきます。  

 現在、この事故のあった場所につきましては、ある程度暫定ではございますが、アス

ファルト合材で低くなっている部分を暫定ではございますが１メートルから１メートル

５０の長さで合材を埋めた中で、通常真っ平らにはなってございませんけども、ある程

度ほぼ通常の走行には問題ないという形でなってございます。またここの場所につきま

しては、今暫定で進めておりますけども、今年度ですね、マンホール、よくマンホール

が入っているところにつきましては時々することなんですが、調整ということでマンホ

ールを下げるという部分についてですね、今回原課のほうで今年度中にですね調整をし

てですね、さらにきちっとした形で正常な状態に戻したいと考えてございます。  

 それとこの道路については、昭和６２年前後に道路がかなりできた少し古い道路とな

ってございます。この原因も恐らくではございますが経年劣化も含めて路盤圧も通常よ

り今の本来の凍上の厚さよりは薄い形で当時作ってられる部分もございますので、そう

いう部分も含めて今回このような状況になったと判断しているところでございます。  

 以上、答弁とさせていただきます。  

○議長（篠原義彦） ほかございませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（篠原義彦） これで質疑を終わります。  

 これから討論を行ないます。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（篠原義彦） 討論なしと認めます。  

 これで討論を終わります。  

 これから、承認第３号専決処分の承認を求める件〔舗装面の隆起に起因する車両損傷

事故に関する和解及び損害賠償額を定めること〕について採決をします。 

 お諮りをします。 

 本案は報告のとおり承認することに、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（篠原義彦） 異議なしと認めます。  
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 したがって、承認第３号専決処分の承認を求める件〔舗装面の隆起に起因する車両損

傷事故に関する和解及び損害賠償額を定めること〕については、報告のとおり承認され

ました。 

─────────────────────────────────────────── 

◎日程第１４ 承認第４号  

○議長（篠原義彦） 日程第１４ 承認第４号専決処分の承認を求める件〔令和４年度

本別町一般会計補正予算（第６回）〕についてを議題といたします。  

 本件について報告を求めます。  

 三品総務課長。 

○総務課長（三品正哉） 承認第４号専決処分の承認を求める件につきまして御説明を

申し上げます。  

令和４年度本別町一般会計補正予算（第６回）につきまして、地方自治法第１７９条

第１項の規定により、次のとおり専決処分をいたしましたので、同条第３項の規定によ

りこれを報告し、承認を求めるものでございます。  

 今回の補正につきましては、ただいま御承認いただきました舗装面の隆起に起因する

車両損傷事故に対する損害賠償金であります。  

予算書の１ページをお開きください。  

歳入歳出予算補正。  

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１０万３ ,０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ７２億４ ,４３５万８ ,０００円とする内容でございま

す。  

３ページ、４ページをお開きください。  

下段の２、歳出でありますが、８款土木費、２項道路橋りょう費、１目道路橋りょう

総務費、２１節補償補填及び賠償金１０万３ ,０００円の増額補正は、相手側車両修繕費

の本町責任割合分を損害賠償金と支払うものであります。  

上段の１、歳入でありますが、２０款諸収入、４項１目７節雑入１０万３ ,０００円は、

この費用の全額が全国町村会総合賠償補償保険金で賄われるため計上いたしました。  

以上、令和４年度本別町一般会計補正予算（第６回）の専決処分報告とさせていただ

きます。  

御承認賜りますよう、よろしくお願いをいたします。 

○議長（篠原義彦） これから質疑を行ないます。 

 質疑は、歳入歳出一括とします。 

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（篠原義彦） 質疑なしと認めます。  

これで質疑を終わります。  

 これから討論を行ないます。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（篠原義彦） 討論なしと認めます。  
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 これで討論を終わります。  

 これから、承認第４号専決処分の承認を求める件〔令和４年度本別町一般会計補正予

算（第６回）〕についてを採決します。  

 お諮りします。  

 本案は報告のとおり承認することに、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（篠原義彦） 異議なしと認めます。  

 したがって、承認第４号専決処分の承認を求める件〔令和４年度本別町一般会計補正

予算（第６回）〕については、報告のとおり承認されました。 

─────────────────────────────────────────── 

◎日程第１５ 承認第５号  

○議長（篠原義彦） 日程第１５ 承認第５号専決処分の承認を求める件〔令和４年度

本別町一般会計補正予算（第７回）〕についてを議題といたします。  

 本件について報告を求めます。  

 三品総務課長。 

○総務課長（三品正哉） 承認第５号専決処分の承認を求める件につきまして御説明を

申し上げます。  

令和４年度本別町一般会計補正予算（第７回）につきまして、地方自治法第１７９条

第１項の規定により、次のとおり専決処分をいたしましたので、同条第３項の規定によ

りこれを報告し、承認を求めるものでございます。  

予算書の１ページをお開きください。  

歳入歳出予算補正。  

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１ ,０００万円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ７２億５ ,４３５万８ ,０００円とする内容であります。  

３ページ、４ページをお開きください。  

上段の１、歳入でありますが、１７款１項１目寄付金、３節農業費寄付金１ ,０００万

円の増額補正は、農業振興基金として、本別町農業協同組合様から指定寄付金でござい

ます。  

下段の２、歳出でありますが、２款総務費、１項総務管理費、１４目基金費、２４節

積立金１ ,０００万円の増額補正は、寄付者の意向によりまして、農業振興基金に積み立

てるものでございます。  

以上、令和４年度本別町一般会計補正予算（第７回）の専決処分報告とさせていただ

きます。  

御承認賜りますよう、よろしくお願いをいたします。 

○議長（篠原義彦） これから質疑を行ないます。 

 質疑は、歳入歳出一括といたします。 

 梅村議員。 

○５番（梅村智秀） それでは、お伺いをいたします。  
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 こちら指定寄付金ということで農業振興基金にということでございました。  

 こちら寄付者の意向としてその農業振興への基金積立ということでございますが、基

金として積み立てた後の具体的な使途等についての意向というものは明言されていらっ

しゃるのか、お伺いをいたします。  

 また本寄付金においては、これまでも経年継続されてきていると考えておりますが、

こちらについてこれまでの寄付実績や利活用の実績等について、もしあるのであればお

伺いをいたしたい。またこれらについて、寄付者についての報告と言いますか、共有と

いうこともなされていらっしゃるのかお伺いをいたします。 

○議長（篠原義彦） 暫時休憩します。  

午後 ３時４０分 休憩  

午後 ３時５５分 再開  

○議長（篠原義彦） 休憩前に引き続き、会議を開きます。  

 三品総務課長。 

○総務課長（三品正哉） ただいまの御質問に答弁させていただきたいと思います。 

 まず私のほうからですね、基金のこれまでの積立、取崩しの額について答弁をさせて

いただきたいと思います。 

 私の持っている資料でですね、これ今年の予算分も含めまして令和４年度末決算見込

みの額でございますが、農業振興基金につきましてはこれまで農協から御寄付をいただ

いた分、あと町からの繰入分ということで、これまでの積立額といたしまして令和４年

度末の予定で２億５,３５７万１,０００円となる見込みとなっておりまして、これまで

の取崩し、これまでの使途ですけれども、新規就農者対策等におきまして、これまで１

億３,７０９万２,０００円、これ４年度末の見込みでございます。基金の年度末残高に

つきましてはだいたい１億１,０００万円くらいを予定しておりますが、これまで基金の

動きとしてはそういった形で使わさせていただいているところでございます。 

 また、使途ですとか意向につきましては農林課長のほうより答弁させていただきます。 

○議長（篠原義彦） 篠原農林課長。  

○農林課長（篠原順彦） 私のほうから使途についてお答えさせていただきます。  

 先ほど使い道等につきましてどのような形で取り決めをしているのかというような御

質問だったと思います。そこの部分につきましては、町と本別町農業協同組合、組合長

をはじめ、参事、専務も含めまして、その都度打ち合わせをしてどのような部分に活用

していくかっていうことを取り決めさせていただいているところでございます。  

 そのような中で、先ほど総務課長のほうからもありましたとおり、事業的に言います

と新規就農対策事業、こちらのほうに多くを支出させていただいている部分、あと鳥獣

被害に関する部分、こちらは一斉駆除の経費等にもこの部分を活用させていただいてい

るという中身であります。  

 あと予期せぬ台風被害等で鹿柵等が壊れた、そういうようなときにも農業振興基金を

活用させていただき、鹿柵の補修を行なっているところでございます。以上です。  

○議長（篠原義彦） ほかございませんか。  
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 丑若議員。  

○３番（丑若浩行） 使途についてただいま非常に明解なお答えいただいたところでご

ざいますけれど、現在農家、非常に苦しんでおります。飼料高、肥料高、空前のものと

なっております。これらについて、本基金を使用される計画はございますか。  

○議長（篠原義彦） 暫時休憩します。  

午後 ３時５７分 休憩  

午後 ３時５７分 再開  

○議長（篠原義彦） 休憩前に引き続き、会議を開きます。  

 農協からの寄付金で基金ですから、現在のその肥料高との予算関係とはちょっと関係

ございませんので、質問は変えてください。  

 ほかございませんか。  

 阿保議員。  

○１０番（阿保静夫） 先ほどではいろんな使途についての説明がありましたけども、

農協と打合せて進めてるということです。それで農協と打合せてるということは農業者

のね、個々の意見が反映されてると理解はできるんですけども、例えば農協青年部とか

農業者自身の声も直接聞くようなことも含めてね、その使途についての検討等は行なわ

れてきたのかどうか伺いたいと思います。  

○議長（篠原義彦） 佐々木町長。  

○町長（佐々木基裕） 答弁をさせていただきます。  

 確かにこの基金はＪＡ本別町からここ毎年１ ,０００万円を寄付いただいてそれを積

み立てているものでございます。私ども町といたしましては、青年部の皆さん、そして

女性部の皆さんもそうですけれども、実際に営農なさっている農業者の皆さん、それぞ

れの思いをＪＡの幹部の方々がしっかりと把握をした中で、町との協議をしているとい

うところで私どもは判断しているところでございます。  

 以上、答弁とさせていただきます。  

○議長（篠原義彦） ほかございませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（篠原義彦） これで質疑を終わります。  

 これから討論を行ないます。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（篠原義彦） 討論なしと認めます。  

 これで討論を終わります。  

 これから、承認第５号専決処分の承認を求める件〔令和４年度本別町一般会計補正予

算（第７回）〕についてを採決します。  

 お諮りします。  

 本案は報告のとおり承認することに、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（篠原義彦） 異議なしと認めます。  
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 したがって、承認第５号専決処分の承認を求める件〔令和４年度本別町一般会計補正

予算（第７回）〕については、報告のとおり承認されました。 

─────────────────────────────────────────── 

◎日程第１６ 承認第６号  

○議長（篠原義彦） 日程第１６ 承認第６号専決処分の承認を求める件〔グレーチン

グの跳ね上げに起因する車両損傷事故に関する和解及び損害賠償額を定めること〕につ

いてを議題とします。 

本件について報告を求めます。  

 加藤建設水道課長。 

○建設水道課長（加藤勉） 承認第６号専決処分の承認を求める件〔グレーチングの跳

ね上げに起因する車両損傷事故に関する和解及び損害賠償額を定めること〕について、

御説明を申し上げます。  

本事故は、令和４年６月３日午後６時頃、町道共栄・緑町通りと町道坂下町通りの丁

字路において、当該車両が左折した際、本別町の管理するグレーチングが跳ね上がった

ことにより車両が損傷した事故について、次のとおり和解し、損害賠償額を定めたこと

から、地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分いたしましたので、同条第３

項の規定によりこれを報告し、承認を求めるものでございます。  

 なお、報告につきましては、和解の要旨のみ報告させていただきます。  

１の和解の相手方につきましては、記載のとおりとなっております。  

２の和解の要旨につきましては、本件の事故にかかる損害賠償額を一金１０万４５２

円と定め、本別町が車両の所有者に対し、支払うものとする内容でございます。  

 なお、この損害賠償額につきましては、全額、全国町村会総合賠償補償保険により賄

われます。  

 また、今回につきましては、先ほどの御報告させていただいた承認第３号の件と合わ

せ、２件続けての事故報告となってしまい、町道を維持管理する担当課といたしまして、

大変申し訳なく思っているところでございます。  

今後はこのような事故が起こらないよう道路を良好な状態に保ち、維持修繕をしなが

ら、一般交通の安全確保に向け、より一層の注意を払い、引き続き業務を遂行してまい

りたいと考えております。  

 以上、承認第６号の専決処分報告とさせていただきます。  

御承認賜りますよう、よろしくお願いします。 

○議長（篠原義彦） これから質疑を行ないます。  

 阿保議員。  

○１０番（阿保静夫） グレーチングの跳ね上がりの事故っていうか、損傷事故等は年

１回とは言いませんけど度々報告されてるし、その都度同じような趣旨で報告がありま

した。それで１つ、平らじゃないから跳ね上がるんだというのは一定理解しますけれど

も、その辺について専門家の意見等をですね、こうすれば改善できるよとかっていうよ

うな、素人考えでは平らなところに置いてあれば跳ね上がらないっていうふうに思うけ
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れども、実際になかなかそれが事故が防止できないっていうのが現状ですから、専門家

にこういうの相談したことあるんですかね、対応策等についてですね。今言ったように

とにかく平らにすることっていうことだけなのか、それとも例えばグレーチングって２、

３メートルの長さだったと思うんですけども、例えばそれを全部つなげるようなことと

か、そういうようないろんな対策はあるんじゃないかなと思うんですけど、そういうの

を相談した経過があるかどうかを伺いたいと思います。  

○議長（篠原義彦） 加藤建設水道課長。  

○建設水道課長（加藤勉） ただいまの御質問にお答えいたします。  

 このグレーチングにつきましては、今回事故に至った経緯といたしましては、グレー

チングが跳ね上がりの前にですね、その下で受けている部分、トラフ側溝という部分の

側溝の受ける側がですね、ちょっとかけている部分がございまして、これにつきまして

はパトロールしてる際にですね、そこまではちょっと気づかなかったという経緯で今回

の事故に至ってしまいました。  

 今お話いただいたように鋳鉄蓋につきましては、取って掃除とかもできるような形と

いうことで、ある程度の重量ありますが、今回事故に至った部分につきましては、グレ

ーチングとグレーチング、これ１枚１メートルくらいの長さなんですけども、ボルトで

固定しまして、簡単に上がらないような状況で今回ちょっと修繕をさせていただいたと

ころでございます。  

 今後このようなことがないようにきちっと点検してまいりたいと思います。  

 以上、答弁とさせていただきます。  

○議長（篠原義彦） 阿保議員。  

○１０番（阿保静夫） 非常に専門的なことだから、グレーチング業者っていうんです

か、専門業者に基本は平らにするっていうことはよくわかりますけれども、跳ね上がり

を極力少なくするようなことっていうのを相談っていうか、問い合わせたような経過が

あるかどうか伺いたいと思います。  

○議長（篠原義彦） 暫時休憩します。  

午後 ４時０７分 休憩  

午後 ４時０７分 再開  

○議長（篠原義彦） 休憩前に引き続き、会議を開きます。  

 加藤建設水道課長。  

○建設水道課長（加藤勉） ただいまの御質問にお答えさせていただきます。  

 グレーチングに関する部分について、専門業者等に御相談という部分もこれまであっ

たのかということに関しましては、これまでについてはそういう部分では取り扱ってい

るところには相談したことはございません。ただ、建設水道課の中で、技術屋の中でで

すね、こういう部分はこういうふうにしたらいいという部分、判断の下ということで進

めてきているとこでございます。  

 以上、答弁とさせていただきます。  

○議長（篠原義彦） ほかございませんか。  
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（「なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（篠原義彦） これで質疑を終わります。  

 これから討論を行ないます。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（篠原義彦） 討論なしと認めます。  

 これで討論を終わります。  

 お諮りします。  

 本案は報告のとおり承認することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（篠原義彦） 異議なしと認めます。  

 したがって、承認第６号専決処分の承認を求める件〔グレーチングの跳ね上げに起因

する車両損傷事故に関する和解及び損害賠償額を定めること〕ついては、報告のとおり

承認されました。 

─────────────────────────────────────────── 

◎日程第１７ 承認第７号  

○議長（篠原義彦） 日程第１７ 承認第７号専決処分の承認を求める件〔令和４年度

本別町一般会計補正予算（第８回）〕についてを議題とします。 

 本件について、報告を求めます。 

 三品総務課長。 

○総務課長（三品正哉） 承認第７号専決処分の承認を求める件について御説明を申し

上げます。  

令和４年度本別町一般会計補正予算（第８回）につきまして、地方自治法第１７９条

第１項の規定により、次のとおり専決処分いたしましたので、同条第３項の規定により

これを報告し、承認を求めるものでございます。  

 今回の補正につきましては、ただいま御承認をいただきましたグレーチングの跳ね上

げに起因する車両損傷事故に対する損害賠償金であります。  

予算書の１ページをお開きください。  

歳入歳出予算補正。  

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１０万１ ,０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ７２億５ ,４４５万９ ,０００円とする内容であります。 

３ページ、４ページをお開きください。  

下段の２、歳出でありますが、８款土木費、２項道路橋りょう費、１目道路橋りょう

総務費、２１節補償補填及び賠償金１０万１ ,０００円の増額補正は、相手側車両修繕費

を損害賠償金として支払うものであります。  

上段の１、歳入でありますが、２０款諸収入、４項１目７節雑入１０万１ ,０００円は、

この費用の全額が全国町村会総合賠償補償保険金で賄われるため計上をいたしたもので

あります。  

以上、令和４年度本別町一般会計補正予算（第８回）の専決処分報告とさせていただ
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きます。  

御承認賜りますよう、よろしくお願いをいたします。  

○議長（篠原義彦） これから質疑を行ないます。 

 質疑は、歳入歳出一括とします。 

 ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（篠原義彦） 質疑なしと認めます。  

これで質疑を終わります。  

 これから討論を行ないます。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（篠原義彦） 討論なしと認めます。  

 これで討論を終わります。  

 これから、承認第７号専決処分の承認を求める件〔令和４年度本別町一般会計補正予

算（第８回）〕についてを採決します。  

 お諮りします。  

 本案は原案のとおり承認することに、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（篠原義彦） 異議なしと認めます。  

 したがって、承認第７号専決処分の承認を求める件〔令和４年度本別町一般会計補正

予算（第８回）〕については、報告のとおり承認されました。 

─────────────────────────────────────────── 

◎日程第１８ 議案第４５号  

○議長（篠原義彦） 日程第１８ 議案第４５号令和４年度本別町一般会計補正予算（第

９回）についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 三品総務課長。 

○総務課長（三品正哉） 議案第４５号令和４年度本別町一般会計補正予算（第９回）

につきまして、提案理由の説明を申し上げます。  

 今回の補正は、町税の還付金、農業費補助金、各種スポーツ大会参加補助金などが主

なものであります。  

 予算書の１ページをお開きください。  

歳入歳出予算補正。  

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６ ,１４５万６ ,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７３億１ ,５９１万５ ,０００円とする内容であ

ります。  

それでは、歳出から事項別明細書により御説明させていただきます。  

５ページ、６ページをお開きください。  

２、歳出でありますが、上段の２款総務費、２項徴税費、２目賦課徴収費、２２節償
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還金利子及び割引料４０５万円の増額補正は、法人町民税の予定納税確定に伴う還付金

及び町道民税の更正による過誤納金還付金につきまして、当初見込みよりも増額となっ

たことによるものであります。  

上から２段目、３款民生費、２項老人福祉費、１目老人福祉総務費、１８節負担金補

助及び交付金１０万８ ,０００円の増額補正は、社会福祉協議会が運営します福祉有償運

送用車両４台につきまして、新型コロナウイルス感染対策として、飛沫感染対策カーテ

ン等を設置する費用を補助するものであります。  

３段目の４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費、１０節需用費、車両修

繕料２１万３ ,０００円の増額補正は、循環バスのヒーター腐食に伴う修繕料であります。 

その下、２目母子保健費、１７節備品購入費１２４万２ ,０００円の増額補正は、３歳

児検診等における視力異常を早期に発見し治療につなげるための検査機スポットビジョ

ンスクリーナー及び検査結果を出力するためのプリンタを購入するため計上するもので

あります。  

その下、３目予防費、１１節役務費、郵便料２万７ ,０００円の増額補正は、１８歳以

上６０歳未満の基礎疾患を有する方で、新型コロナウイルスワクチン４回目の接種希望

のあった方へ接種券発送のための経費を計上するものであります。  

一番下段の６款農林水産業費、１項農業費、３目農業振興費、１８節負担金補助及び

交付金、農地利用効率化等支援交付金１ ,２３３万４ ,０００円の増額補正は、先進的農

業経営確立支援としてパッケージマシーンの導入事業で、１法人に対する補助金、その

下、持続的畑作生産体系確立緊急対策事業４ ,１７３万７ ,０００円の増額補正は、健全

な種子の安定供給対策事業として、種バレイショの罹病低減の取組に対し、６個人に２

６９万６ ,０００円、てん菜から需要の高い作物等への転換事業として、１２個人に７８

０万５ ,０００円、労働負担軽減対策事業として、大豆用収穫機など省力作業機械の導入

事業として、４団体に３ ,１２３万６ ,０００円の補助をするものであります。  

なお、これらの事業につきましては北海道による補助事業となっております。  

その下、地元産農産物消費拡大事業７４万５ ,０００円の増額補正は、新型コロナウイ

ルス感染症により消費の落ち込んでいる地元農畜産物の消費拡大を図るため、きらめき

タウンフェスティバルにおきまして、中生光黒大豆、グラニュー糖、牛乳の農畜産物セ

ットを、来場者に１ ,０００セット配布するものであります。  

７ページ、８ページをお開きください。  

上段の１０款教育費、５項保健体育費、２目スポーツ振興費、１８節負担金補助及び

交付金、各種スポーツ大会補助金１００万円の増額補正は、全道・全国大会への出場権

を得た団体、個人が見込みより多くなったことによるものであります。  

以上で歳出を終わりまして、３ページ、４ページをお開きください。  

１、歳入でありますが、上段の１０款１項１目１節地方交付税５８８万５ ,０００円の

増額補正は、歳入歳出の差額分を計上するものであります。  

２段目の１４款国庫支出金、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金、１節総務費補

助金、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金８５万３ ,０００円の増額補正
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は、歳出で説明をいたしました飛沫感染対策に用いる補助金、地元産農産物消費拡大事

業に充当するものであります。  

その下、３目衛生費国庫補助金、１節保健衛生費補助金中、新型コロナウイルスワク

チン接種体制確保事業補助金２万７ ,０００円の増額補正は、歳出で御説明いたしました

４回目のワクチン接種のための接種券郵送の経費に充当するもの、母子保健対策強化事

業補助金６２万円の増額補正は、歳出で御説明いたしましたスポットビジョンスクリー

ナー購入に対する国からの２分の１の補助金であります。  

下段の１５款道支出金、２項道補助金、４目農林水産業費道補助金、１節農業費補助

金５ ,４０７万１ ,０００円の増額補正は、歳出で説明をいたしました先進的農業経営確

立支援及び持続的畑作生産体系確立緊急対策事業に対する補助金であります。  

以上で令和４年度本別町一般会計補正予算（第９回）の提案説明に代えさせていただ

きます。  

よろしく御審議をお願いいたします。  

○議長（篠原義彦） これから質疑を行ないます。 

 質疑は、歳入歳出一括とします。 

 藤田議員。  

○７番（藤田直美） ５ページ、６ページ、４款衛生費、１項保健衛生費、２目母子保

健費、１７節備品購入費中、スポットビジョンスクリーナー１１９万９ ,０００円の機器

の関係ですが、私も早い購入を望んでおりましたので、この提案されたということには

ちょっと安心をしております。  

 一般質問でもしましたように、弱視は子どもの将来に大きな影響を与える可能性があ

ることから、早い段階での治療につなぐっていうことが大事であり、弱視の治療は５歳

までの幼児期に治療を開始するということが望ましいとされております。この購入予定

とされている機器の有用性と、この機器の推奨年齢というのはどのようになっているの

か。また、本町乳幼児健診で使われると思いますが、対象年齢を伺いたいと思います。  

○議長（篠原義彦） 長屋保健福祉課長。  

○保健福祉課長（長屋和幸） 藤田議員の質問に答弁させていただきます。  

 スポットビジョンスクリーナーの効果ということでありますが、議員おっしゃるとお

り早い段階での発見から治療につなげるということで、改善につながるという形で効果

があると認識をさせていただいております。  

 また、有効性のある年齢ということでありますが、これまで帯広盲学校の研修ですと

か、メーカーのほうの説明などによりますと、６か月から屈折異常だとかそういったも

のについては判断が可能ということであります。  

 今現在、視力検査につきましては３歳児健診で主にやっておりますけれども、こうい

ったことから各種乳幼児健診、また、１２歳、１歳６か月検診、２歳児健診等におきま

しても、そういった視力以上が疑われるお子さんがいらっしゃる場合については、活用

可能と考えているとこです。以上です。  

○議長（篠原義彦） 藤田議員。  
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○７番（藤田直美） 有効性という部分で私は有用性というところでお聞きしたんです

が、同じような意味合いであるかなとは思いますけれども、言われているように６か月

から大人にも使えると認識しております。なので障がい者や高齢者施設での検診でも利

用できるのではないかというお話も聞いておりますが、本町で使う予定など考えておら

れるものかどうかという点を聞きたいと思います。  

○議長（篠原義彦） 長屋保健福祉課長。  

○保健福祉課長（長屋和幸） 議員おっしゃるとおり高齢の方にあっても、屈折異常等

の方については有効であると考えております。  

 該当の方がいらっしゃる、また、そういった御相談がある場合につきましては、そう

いったこの機器の利活用も進めていきたいと思っております。以上です。  

○議長（篠原義彦） ほかございませんか。  

 柏崎議員。  

○１１番（柏崎秀行） ６ページ、１８節負担金補助及び交付金中、地元農産消費拡大

事業、グラニュー糖や中生光黒大豆のセットを１ ,０００セット配ると、きらめきタウン

フェスティバルでという御説明がありました。例年２万人、３万人という来場者のいる

中で、１ ,０００セットといえばちょっと僅かですと感じるんですが、先着何名なのか抽

選なのか、どういった配布方法を考えているのかお聞かせください。  

○議長（篠原義彦） 篠原農林課長。  

○農林課長（篠原順彦） お答えいたします。  

 きらめきフェスタの初日の日、９月３日になります。その日に正午より１ ,０００セッ

トを配る予定としております。先ほど議員からありましたとおり、中生光黒大豆、グラ

ニュー糖、牛乳、こちらの部分につきましても豆のレシピを入れるとか、砂糖を使用す

るレシピ、また牛乳を使用するレシピ等も一緒に折り込まさせていただきまして、１ ,

０００セットを配布したいと思っております。  

 この本町の地元産品で今コロナ禍の影響により、外食産業や観光産業が停滞している

中、農業者の部分の方の応援も含めまして、さらには消費者の健康支援にもつながると

いう目的を持ちまして、今回配布させていただきます。以上です。  

○議長（篠原義彦） 柏崎議員。  

○１１番（柏崎秀行） 細かい説明いただきました。  

 地元の消費の拡大、いろんなことに効果があるんじゃないかなと私も思います。  

 こちらどういった宣伝方法、ポスターなのか何かどこかに出て宣伝するのか、どうい

った宣伝を考えているのかお聞かせください。  

○議長（篠原義彦） 篠原農林課長。  

○農林課長（篠原順彦） お答えいたします。  

 方法といたしましては新聞折り込み等を今考えております。また、同報無線による配

布方法等も検討しているところでございます。  

 先ほどすみません、答弁漏れがあったと思います。  

 １ ,０００セットが少ないか多いかというところでいきますと、このイベントとしては
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１ ,０００セット今用意しておりますが、今後まだ続く可能性もございますので、また検

討してまいりたいと思っております。以上です。  

○議長（篠原義彦） ほかございませんか。  

 阿保議員。  

○１０番（阿保静夫） 農業振興費の補助金の関係ですけども、１つ目の農地利用効率

化等支援交付金、それから２つ目の持続的畑作生産体系確立緊急対策事業、それぞれ利

用する法人や個人の説明はあったんですけれども、利用者の負担率っていうんですかね、

補助率というんですか、利用者の負担がどういう状況になるのか伺いたいと思います。  

○議長（篠原義彦） 篠原農林課長。  

○農林課長（篠原順彦） お答えいたします。  

 まず１番上の農地利用効率化等支援交付金の部分でございます。こちらの部分につき

ましては、補助率１０分の３以内でございます。こちらは融資主体型で行なわれる事業

となっております。  

 持続的畑作生産体系確立緊急対策事業ですが、こちらにつきましてはこの中に３つの

項目がございまして、まず種子のバレイショの罹病率低減、こちらですが６戸の農家が

取り組まれております。面積といたしまして３３ .７ヘクタール、ヘクタールあたり８万

円の補助となっております。これは定額補助になります。  

 もう１つがてん菜から需要の高い作物等への転換事業でございます。こちらは２７ .

５５ヘクタール、１２戸の農業者がこの事業を行なうようになっております。こちらに

つきましては、作物ごとで補助の金額が変わっておりますので、１つずつ言ってってよ

ろしいでしょうか。  

（発言する者あり）  

○農林課長（篠原順彦） 概要でいいですか。豆類等でいきますとヘクタール２５万円

から３０万円の補助となっております。  

 もう１つの事業が省力化機械の導入、これはリース事業での導入となります。こちら

は４団体、どのようなものを入れるかといいますと、バレイショと豆類の省力化機械の

導入となっております。事業費の２分の１以内の補助率となっております。税抜きの機

械本体価格からの２分の１以内という形です。以上です。  

○議長（篠原義彦） ほかございませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（篠原義彦） これで質疑を終わります。  

 これから討論を行ないます。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（篠原義彦） 討論なしと認めます。  

 これで討論を終わります。  

 これから、議案第４５号令和４年度本別町一般会計補正予算（第９回）についてを採

決します。  

 お諮りします。  
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 本案は原案のとおり決定することに、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（篠原義彦） 異議なしと認めます。  

 したがって、議案第４５号令和４年度本別町一般会計補正予算（第９回）については、

原案のとおり可決されました。 

─────────────────────────────────────────── 

◎日程第１９ 議案第４６号  

○議長（篠原義彦） 日程第１９ 議案第４６号北海道市町村総合事務組合規約の変更

についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 三品総務課長。 

○総務課長（三品正哉） 議案第４６号北海道市町村総合事務組合規約の変更につきま

して、提案理由の説明を申し上げます。  

 北海道市町村総合事務組合は、非常勤消防団員に係る損害補償や非常勤職員に係る公

務災害補償等について、共同処理を行なう複合的一部事務組合でありますが、団体の新

規加入に伴い、北海道市町村総合事務組合規約に変更の必要が生じたことから、地方自

治法第２９０条の規定により、構成する全市町村の議決が必要となったため提案するも

のであります。  

 変更内容の１点目といたしましては、組合規約別表第１組合を組織する地方公共団体

に上川中部福祉事務組合を追加するもので、２点目は、別表第２共同処理する事務と団

体に当該団体を追加するものであります。  

 それでは、改正条文により説明をさせていただきます。なお、括弧書きの朗読は省略

をさせていただきます。  

 北海道市町村総合事務組合規約の一部を変更する規約。  

 北海道市町村総合事務組合規約（平成３１年２月２２日市町村第１８７７号指令）の

一部を次のように変更する。  

 別表第１上川総合振興局（３０）の項中「（３０）」を「（３１）」に改め、「上川広域滞

納整理機構」の次に「、上川中部福祉事務組合」を加える。  

 別表第２の９の項中「上川広域滞納整理機構」の次に「、上川中部福祉事務組合」を

加える。  

附則。  

この規約は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８６条第１項の規定による

北海道知事の許可の日から施行する。  

 以上、議案第４６号北海道市町村総合事務組合規約の変更についての提案説明とさせ

ていただきます。  

よろしく御審議をお願いをいたします。  

○議長（篠原義彦） これから質疑を行ないます。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  
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○議長（篠原義彦） 質疑なしと認めます。  

これで質疑を終わります。  

 これから討論を行ないます。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（篠原義彦） 討論なしと認めます。  

 これで討論を終わります。  

 これから、議案第４６号北海道市町村総合事務組合規約の変更についてを採決します。 

 お諮りします。  

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（篠原義彦） 異議なしと認めます。  

 したがって、議案第４６号北海道市町村総合事務組合規約の変更については、原案の

とおり可決されました。 

─────────────────────────────────────────── 

◎日程第２０ 議案第４７号  

○議長（篠原義彦） 日程第２０ 議案第４７号北海道市町村職員退職手当組合規約の

変更についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

 三品総務課長。 

○総務課長（三品正哉） 議案第４７号北海道市町村職員退職手当組合規約の変更につ

きまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 北海道市町村職員退職手当組合は、組合を組織する市町村の職員に対する退職手当の

支給に関する事務を共同処理するものでありますが、団体の新規加入に伴い、北海道市

町村職員退職手当組合規約に変更の必要が生じたことから、地方自治法第２９０条の規

定により、構成する全市町村の議決が必要となったため提案するものであります。 

 変更内容につきましては、組合規約別表２一部事務組合及び広域連合に、上川中部福

祉事務組合を追加するものであります。 

 それでは改正条文により説明をさせていただきます。なお、括弧書きの朗読は省略を

させていただきます。 

 北海道市町村職員退職手当組合規約の一部を変更する規約。 

北海道市町村職員退職手当組合規約（昭和３２年１月２３日３２地第１７５号指令許

可）の一部を次のように変更する。 

別表（２）一部事務組合及び広域連合の表、上川管内の項中「富良野広域連合」の次

に「、上川中部福祉事務組合」を加える。 

 附則。 

この規約は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８６条第１項の規定による

総務大臣の許可の日から施行する。 

以上、議案第４７号北海道市町村職員退職手当組合規約の変更についての提案説明と
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させていただきます。 

よろしく御審議をお願いをいたします。 

○議長（篠原義彦） これから質疑を行ないます。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（篠原義彦） 質疑なしと認めます。  

これで質疑を終わります。  

 これから討論を行ないます。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（篠原義彦） 討論なしと認めます。  

 これで討論を終わります。  

 これから、議案第４７号北海道市町村職員退職手当組合規約の変更についてを採決し

ます。  

 お諮りします。  

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（篠原義彦） 異議なしと認めます。  

 したがって、議案第４７号北海道市町村職員退職手当組合規約の変更については、原

案のとおり可決されました。 

─────────────────────────────────────────── 

◎日程第２１ 議案第４８号  

○議長（篠原義彦） 日程第２１ 議案第４８号北海道町村議会議員公務災害補償等組

合規約の変更についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

 三品総務課長。 

○総務課長（三品正哉） 議案第４８号北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の

変更について、提案理由の説明を申し上げます。 

 北海道町村議会議員公務災害補償等組合は、北海道町村議会議員に対する公務災害補

償等に関する事務を共同処理するものでありますが、団体の新規加入に伴い、北海道町

村議会議員公務災害補償等組合規約に変更の必要が生じたことから、地方自治法第２９

０条の規定により、構成する全市町村の議決が必要となったため提案するものでありま

す。 

 変更内容は、組合規約別表１組合町村等に上川中部福祉事務組合を追加するものであ

ります。 

 それでは改正条文により説明をさせていただきます。なお、括弧書きの朗読は省略を

させていただきます。 

 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の一部を変更する規約。 

北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約（昭和４３年５月１日地方第７２２号指

令許可）の一部を次のように変更する。 
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別表第１中「上川中部福祉事務組合」を加える。 

 附則。 

この規約は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８６条第１項の規定による

総務大臣の許可の日から施行する。 

 以上、議案第４８号北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更についての提

案説明とさせていただきます。 

よろしく御審議をお願いをいたします。 

○議長（篠原義彦） これから質疑を行ないます。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（篠原義彦） 質疑なしと認めます。  

これで質疑を終わります。  

 これから討論を行ないます。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（篠原義彦） 討論なしと認めます。  

 これで討論を終わります。  

 これから、議案第４８号北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更について

を採決いたします。  

 お諮りします。  

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（篠原義彦） 異議なしと認めます。  

 したがって、議案第４８号北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更につい

ては、原案のとおり可決されました。 

─────────────────────────────────────────── 

◎日程追加の議決  

○議長（篠原義彦） 議会運営委員長から、閉会中の所掌事務調査申出書の提出があり

ました。 

 お諮りします。 

 この際、議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件を日程に追加し、追加日程第２

として議題としたいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（篠原義彦） 異議なしと認めます。  

 したがって、議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件を日程に追加し、追加日程

第２として議題とすることに決定いたしました。 

─────────────────────────────────────────── 

◎追加日程第２ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件  

○議長（篠原義彦） 追加日程第２ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件を議
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題とします。  

 議会運営委員長から、会議規則第７５条の規定によって、お手元に配布しましたとお

り、次期議会の会期日程等の議会運営に関する事項及び議長の諮問に関する事項につい

て、閉会中の継続調査の申出があります。  

 お諮りします。  

 本件、申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ございませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（篠原義彦） 異議なしと認めます。  

したがって、委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定をいたし

ました。 

─────────────────────────────────────────── 

◎閉会宣告  

○議長（篠原義彦） これで本日の日程は全部終了いたしました。  

 会議を閉じます。  

 令和４年第３回本別町議会臨時会を閉会いたします。  

 御苦労さまでございました。  

閉会宣告（午後 ４時４３分）  
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